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「この特集，売れないかも」という山田悠史先生の
コメントに対して，「先取りしたテーマを扱ってい
くのもこの雑誌のミッションです」などとお答え
しつつ，正直なところ，どんな全体像がみえてく
るのか不安でした。とはいえ，「周術期マネジメン
ト」特集や，『総合内科病棟マニュアル』赤本など
も下地に，皆さまのおかげで，各マネジメントの
アップデートの側面，それから施設ごとのシステ
ムや文化にかかわる側面などがうまくミックスさ
れた，ユニークな内容にまとまったかと思います。
かつて石山貴章先生は『僕は病院のコンダクター』
（MEDSi, 2014）で，本物のホスピタリストの条件
として「当たり前のことを，きっちりと丁寧に」を
挙げておられたことを思い出しました。本特集か
らも受け取れるメッセージです。期せずして，特
別寄稿や広告対談のテーマともつながりました。
サブタイトルは「新しい働き方」。Clinician Up-
dateも新しいレイアウトにリニューアルしました。
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透析患者は，透析療法に起因する合併症のみならず，心血管疾患などさ
まざまな合併症を有することが知られています。また，患者の高齢化に
より，認知症やフレイルなど高齢者特有の問題もみられるようになってき
ました。必然的に，透析患者はさまざまな理由で入院する頻度が多く，
多彩な背景・合併症から病態や経過がダイナミックに変化します。その
ため，透析医だけで診療が完結することはなく，複数の診療科をまたい
だ複雑なマネジメントを行う必要があります。また，透析患者の高齢化
に伴い，透析の開始や見合わせなどに際しての倫理的ジレンマに，医療
者が遭遇する機会が多くなってきている側面もあります。
本特集では，透析患者の生涯を通じて，各時期で起こり得る問題や考

えるべき内容を，時系列に整理・紹介するような構成としました。各項
目は，習熟した透析医の思考過程に沿って，エビデンスを示しつつ実践
的な内容を目指しました。透析診療において，病棟診療医（ホスピタリス
ト，一般内科医，レジデントなど）をはじめとした，すべての職種が知っ
ておくべき考え方のエッセンスを紹介し，これらを共通言語として，透
析患者の診療に自信をもってかかわっていけるような1冊を目指しました。

Part 1 透析の始め方（原理・原則）
 1． 透析の始め方
 2． 血液透析の原理，概要
 3． 腹膜透析の原理，概要
［コラム］ 透析診療からみる腎移植，末期腎

不全と公的保障
Part 2 透析管理の基本と原則
 4． 血液透析・腹膜透析患者の管理目標
 5． 血液透析患者におけるドライウェイト
（DW）のマネジメント

 6． 透析患者における腎性貧血のマネジメ
ント

 7． 透析患者におけるCKD-MBDのマネ
ジメント

［コラム］ 透析患者と骨粗鬆症，透析患者の栄
養管理

 8． 透析に必要なバスキュラーアクセスの
種類とその扱い

 9． 透析患者への問診・診察
 10． 透析条件表・記録の見方
 11． 透析患者と肝炎
 12． 透析患者と悪性腫瘍
［コラム］透析患者の便通管理，かゆみ，不眠・

抑うつ，運動療法

Part 3 透析診療におけるトラブルシュー
ティングと合併症管理

 13． 透析における早期・晩期合併症
 14． 血液透析患者に血圧低下・上昇がみら
れたら

 15． 血液透析患者にアクセストラブルが起
こったら

 16． 血液透析患者が感染症を疑う症状で受
診したら

 17． 血液透析患者に出血病態が合併したとき
 18． 腹膜透析患者が救急外来を受診したら
 19． 透析患者と心脳血管疾患
 20． 透析患者と多発性囊胞腎
［コラム］ 周術期の血液透析療法，透析患者

と薬剤，中毒に対する血液浄化
Part 4 透析の終わり方
 21． 透析非導入あるいは透析の終わり方
［コラム］ 透析見合わせ時（非導入・中止後）

のCKMの概要，透析の見合わせに
関する法的な注意点

［付　録］ 療法選択の際に用いる患者への説
明用紙，透析患者の紹介状の書き方

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。
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